
報 道 発 表 資 料 

平成 19 年 9 月 14 日 

気 象 庁 
 

緊急地震速報の認知度に関するアンケート調査（第２回）の結果が出ました 
 

気象庁は９月上旬に緊急地震速報に関する第２回アンケート調査を実施しました。そ

の結果、名前を知っている人は 61％（前回 35％）、概ね聞いたことがある人を合せると

93％(前回 84％)でした。一方、内容を正しく理解している人はすべての回答者のうち、

72％でした。 

 認知度は前回より高くなっていますが、気象庁ではこの結果を踏まえ、緊急地震速報

の特徴、限界及び利用の心得等について、より一層の周知・広報活動に努めます。 

 

１．アンケート概要 

 緊急地震速報の一般向け提供に備え、２回目の緊急地震速報の認知度調査を実施。 

 調査実施期間：平成 19 年 9 月 4 日（火）～11 日（火）の８日間 

 調査方法  ：インターネット調査（回収数設定型） 

 調査対象  ：全国の 20 歳－69 歳男女（地域別の人口構成比率で約 2,000 人） 

なお、前回(第１回)の調査は、平成 19 年 5 月 25 日(金)～30 日(水)の６日間に実施。 

 

２．調査結果概要（詳細は別紙のとおり） 

（１）認知度 

名称について 
 「緊急地震速報」という“名前を知っている”と回答した人に、“正確な名前は覚えてい

ないが聞いたことがある”と回答した人を合わせると 93％(前回 84％）。 

 内容について 
   適切な回答である“地震の初期微動を検知し、大きな揺れが来ることを直前に知らせる

情報”を選択した人は全回答者の 47％。“地震の発生を予知して知らせる情報“を選択し

た人のうち、意味を正しく理解していると思われる”地震が来る直前(数秒～数十秒)の情

報“を選択した人を合わせると、全ての回答者のうちの 72％。 

 開始時期について 
   緊急地震速報の開始時期を正確に知っている人は、45％(前回 8％）。36％(前回 68％）

の人は知らないと回答。 

（２）緊急地震速報の利用の心得 
   緊急地震速報の利用の心得に関する質問は、緊急地震速報の解説（参考１参照）を示した

後に質問した。 

  ・家庭における行動では、“頭を保護し、丈夫な机の下などに隠れ、慌てて外へ飛び出さない”

と適切な行動を回答した人が 59%、“何はさておき火を消す努力をする”人が 38%。なお、

火を消す努力のうち“火元の近くでは火を消す”という人が全体の 17％で、適切な行動と

合わせると 76％。 

・集客施設における行動では 87％の人が適切な行動内容を回答。 

・自動車運転中の行動では 83％が適切な行動を選択。さらに“すぐにスピードを落として停

車する”と回答した人のうち“急ブレーキを踏む”と回答した人はほとんどなく、ほとん

どの人は安全な行動を選択。 

気象庁は、今後も関係機関と協力し、緊急地震速報の 10 月１日からの提供開始や「火

を消すよりまず身を守る」等の対応行動を中心に、より一層の周知・広報に努めます。 

 

問い合わせ先：気象庁地震火山部管理課 (03-3212-8341 内線 4505) 
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Ｑ1.気象庁の「緊急地震速報」という情報を知っていますか。
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知っている

正確な名前は覚えていないが、聞いたことがある
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回答者数　2,001人
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Ｑ2.それはどのような内容の情報ですか。
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地震が起きる前に、地震の発生を予知して知らせる情報
実際に観測した各地の震度を速やかに知らせる情報
各地の地震による被害の状況を速やかに知らせる情報
わからない

回答者数　1,869人
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Ｑ２～Ｑ４（Ｑ４－２）までは、Ｑ１で「知っている」及び「正確な名前は覚えてい

ないが聞いたことがある」との回答者にのみ調査。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注)「地震が起きる前に、地震の発生を予知して知らせる情報」を選択された方(590 人)のみに、地震

が起きる前とはどのぐらいの時間かを聞いたところ、約８割(496 人)の方が「数秒から数十秒程

度の時間」を選択し、情報の意味について正しく理解。 

 

別 紙

回答者総数 2,037 人のうちの 33%

(672 人／2037 人＝33％)

回答者総数 2,001 人のうちの 47%

(937 人／2001 人＝47％)

数秒から数十秒程度の時間

496 人

数時間から数日 

程度の時間 94 人 

この回答者を正解に加えると77％、

回答者総数 2,001 人のうちの 72%

※正解の選択肢は、太枠の棒グラフ 

注) 



Ｑ3.「緊急地震速報」のテレビ・ラジオなどを通じた提供が
始まる時期を知っていますか。
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Ｑ4-1.「緊急地震速報」の原因に起因する技術的特性について
正しい方はどちらですか。
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※正解の選択肢は、太枠の棒グラフ 

※正解の選択肢は、太枠の棒グラフ 



Ｑ4-2.「緊急地震速報」の原因に起因する技術的特性について
正しい方はどちらですか。
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揺れの強さの実測値に基づく情報であるので、誤差はない

回答者数　1,869人

回答者数　1,719人

Ｑ5-1.家庭で「緊急地震速報」を受け取った際に、どのように行動する
のが一番良いと思いますか。
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頭を保護し、丈夫な机の下などに隠れ、慌てて外へ飛び出さない
何はさておき火を消す努力をする
どんな状況であっても急いで建物の外に出る

回答者数　2,001人

回答者数　2,037人

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ５－1．の前に、緊急地震速報についての解説（参考１）により、緊急地震速報を説明

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注)「何はさておき火を消す努力をする」を選択された方(759 人)のみに、火元から離れていても火を

消すかどうか聞いたところ、半数近くの方(338 人)が、「火元の近くでは火を消す」を選択し、情

報を受け取った場合の行動を正しく理解。 

 

火元の近くでは 

火を消す 338 人

火元から離れていても

火を消す 421 人 

注) 

この回答者を正解に加えると 76％

(1516 人／2001 人＝76％)

※正解の選択肢は、太枠の棒グラフ 

※正解の選択肢は、太枠の棒グラフ 



Ｑ5-2.人がおおぜいいる施設で「緊急地震速報」を受け取った際
に、どの様に行動するのが一番良いと思いますか。
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従業員の指示に従う。指示がない場合は、頭を保護し揺れに備える

聞いていない人のために、地震が来ることをまわりに知らせる

いそいで出口に向かって走り、外へ出る

回答者数　2,001人

回答者数　2,037人

Q5-3.自動車運転中に「緊急地震速報」を受け取った際に、どの
様に行動するのが一番良いと思いますか。
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すぐにスピードを落として停車する

揺れに備えてハンドルをしっかり握り、そのままのスピードで走る

回答者数　2,001人

回答者数　2,037人

Ｑ5-2.人がおおぜいいる施設で「緊急地震速報」を受け取った際
に、どの様に行動するのが一番良いと思いますか。
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注)「すぐにスピードを落として停車する」を選択された方(329 人)のみに、急ブレーキを踏むかどう

か聞いたところ、ほとんどの方(327 人)が、「まわりの車に注意しながら減速する」を選択し、情

報を受け取った場合の行動を正しく理解。 

 

※正解の選択肢は、太枠の棒グラフ 

※正解の選択肢は、太枠の棒グラフ

この回答者を正解に加えると 99％

(1978 人／2001 人＝99％)

注意しながら 

減速する 327 人 

急ブレーキ 

を踏む 2 人 



【参考１】 Ｑ５の前に示した緊急地震速報の解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【参考２】 アンケートの最後に掲示した緊急地震速報利用の心得の解説  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


